
森の守り手  今月はテン特集だよ
ボクの名前はテンジャー 東京都レンジャー見習いのテンのこどもだよ。

昼間に山の中を歩いていても、滅多に出会うことができない動物、それが
ボクたち「テン」です。
今回はそんなボクたちの姿や習性をちょっとだけご紹介します

東京都レンジャーが取り付けた自動撮影カメラに写ったボクたちの姿がこちら

ボクらは「夏毛」と「冬毛」に生え替わるときに、毛の色も変わるんだ。
夏は顔や手足が黒っぽくなるよ。
冬には顔は白、体は黄色に変わるんだ キレイでしょ?

ウンチと一緒に出てきた種から芽が出て、成長して木になったら、また実を

付けてくれて・・・
ボクたちは色々な場所でウンチをすることで、未来の仲間たちのゴハンと、
豊かな森を作る手助けをしているのさ

ボクたちのゴハンは木の実や、

昆虫、ネズミなどの小動物だよ。
木登りはとっても得意！！
色々な種類の木に登ってその実

を食べてるんだ。

テンのウンチは石の上や、道の真ん中な

ど目立つところにあります。自分の縄張
りを他のテンに知らせる目印（サインポ
スト）として利用しているためです。

ウンチには、食べた植物の種や動物の毛
が混じることも。

夏毛 冬毛

※冬毛が褐色の個体
（スステン）もいます

毛 種

アカネズミアオハダの実

※テンのこども
「テンジャー」
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